
森
山
大
道
（
1
9
3
8
～
）
は
、
国
際

的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
る
、
現
代
日

本
を
代
表
す
る
写
真
家
の
ひ
と
り
。
大

阪
府
池
田
市
に
生
ま
れ
る
が
、
父
親
の

転
勤
で
各
地
を
転
々
と
し
、
広
島
、
島

写
真
家
と
し
て
の
出
発
は

大
阪
か
ら

根
、
千
葉
、
東
京
な
ど
で
育
ち
、
小
学

校
5
年
の
と
き
大
阪
に
戻
っ
た
。

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校
図
案
科

（
二
部
）
を
中
退
し
、
1
9
5
0
年
代
後

半
か
ら
フ
リ
ー
の
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
、
大
阪
市
中
央
区
平
野
町
に
事
務

所
を
設
立
。
そ
の
後
、
大
阪
在
住
の
写

真
家
・
岩
宮
武
二
の
ス
タ
ジ
オ
に
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し
て
入
っ
た
。
岩
宮
の
紹

介
で
写
真
家
集
団
「
V
I
V
O
」
に
参

加
す
る
た
め
上
京
し
た
が
、
参
加
直
前

に
解
散
し
た
た
め
、
細
江
英
公
の
助
手

と
な
る
。
フ
リ
ー
写
真
家
に
転
身
後
、

雑
誌
『
カ
メ
ラ
毎
日
』
に
発
表
し
た
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『
に
っ
ぽ
ん
劇
場
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
日
本
写
真
批
評
家
協
会
新

人
賞
を
受
賞
す
る
。
1
9
6
8
年
、
中

平
卓
馬
に
誘
わ
れ
、
雑
誌
『Provoke

（
プ
ロ
ヴ
ォ
ー
ク
）』
に
第
2
号
よ
り
参
加

す
る
。
70
年
代
以
降
は
『
狩
人
』『
写

真
よ
さ
よ
う
な
ら
』
な
ど
傑
作
写
真
集

を
刊
行
し
続
け
て
い
る
。

森
山
は
上
京
後
、故
郷
で
あ
る〝
大
阪
〟

を
強
い
て
被
写
体
に
し
て
こ
な
か
っ
た

が
、
1
9
9
7
年
に
『D

aido H
ysteric 

N
o.8

』
を
刊
行
。
2
0
0
7
年
に
は
前

作
を
増
補
・
再
編
集
し
た
ポ
ケ
ッ
ト
サ

イ
ズ
版
の
『
大お

お

阪さ
か

＋ぷ
ら
す

』、
2
0
1
6
年

上
京
後
初
め
て
、

故
郷
大
阪
を
被
写
体
に

に
も
決
定
版
と
い
う
べ
き『
Osa
ka
』

を
刊
行
し
て
い
る
。

「
若
い
ぼ
く
に
と
っ
て
、
心
の
針
は
ひ

た
す
ら
東
京
へ
と
指
し
つ
づ
け
て
い
た
。

そ
し
て
現
在
、
ぼ
く
の
心
の
針
は
再
び

ぐ
る
り
と
回
転
し
、
大
阪
の
街
々
へ
と

立
ち
戻
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
阪

に
生
れ
た
ぼ
く
の
郷
愁
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
レ
ン
ズ
の
向
う
に
映
る
大
阪
の
街

頭
は
、
い
ま
も
相
変
ら
ず
し
た
た
か
で
、

い
と
も
簡
単
に
ぼ
く
の
郷
愁
を
裁
ち

切
っ
て
し
ま
う
」（
森
山
大
道
『
大
阪
＋
』

よ
り
）。

写
真
の
大
阪
市
営
地
下
鉄
（
現
・

O
saka M

etro

）
御
堂
筋
線
天
王
寺
駅
は
、

1
9
3
8
年
1
号
線
（
御
堂
筋
線
）
の
難

波
駅
―
天
王
寺
駅
間
延
伸
時
に
開
業
し

た
。
以
来
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
天
井

か
ら
吊
り
下
が
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
、

80
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
天
王
寺
・
あ

べ
の
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
。
私
事
な
が
ら
、
阿
倍
野
区
で

育
っ
た
筆
者
に
と
っ
て
も
、
郷
愁
を
そ

そ
ら
れ
る
情
景
だ
。
し
か
し
、

2
0
2
5
年
3
月
に
天
王
寺
駅
の
デ
ザ

イ
ン
は
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
も
含
め
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

森も

り

山や

ま

大だ

い

道ど

う

は
た
な
か
・
あ
き
ひ
ろ
　
1
9
6
2
年
大
阪

生
ま
れ
。
民
俗
学
者
。
編
集
者
と
し
て
『
月

刊
太
陽
』
の
ほ
か
、
荒
木
経
惟
、
佐
内
正
史
、

石
川
直
樹
ら
の
写
真
集
を
手
が
け
る
。
著
書

に
『
天
災
と
日
本
人
』『
21
世
紀
の
民
俗
学
』

『
死
者
の
民
主
主
義
』『
廃
仏
毀
釈
』『
宮
本

常
一
』『
関
東
大
震
災
』『
新
・
大
阪
学
』
ほ

か
、
共
著
に
『
宮
本
常
一
と
写
真
』
が
あ
る
。

日
本
の
写
真
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
大
阪
の
偉
大

な
写
真
家
た
ち
。
そ
の
写
真
家
が
写
し
出
し
た
作

品
か
ら
、
大
阪
の
都
市
の
様
相
を
振
り
返
る
。
第

3
回
は
森
山
大
道
の《
大
阪 

地
下
鉄
天
王
寺
駅
》
。

写

真

家
と
大
阪

畑

中

章

宏

第

3
回
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